









Characteristic of Korean traditional clothes and Technical succession of Hansanmosi 











　The food, clothing and shelter are like the root for a human living. Here I focus on particularly "clothes" and try to be assigned 
to a tradition and a characteristic of the Korean clothes. Therefore I take up the case of Hansan mosi ramie fabric to know the 
present conditions of Korean traditional clothes. I studied the case of the Hansan mosi ramie fabric from Hansan in Seocheon-gun, 
Chungcheongnam-do, South Korea. Hansan mosi is an elegant fabric for summer apparel and was traditionally produced mainly in 
Hansan in the whole Seocheon-gun area. With the introduction and spread of the use of synthetic fibers, however, areas for growing ramie 
were greatly reduced, and the Hansan mosi fabric industry deteriorated. In the middle of the 1980s, however, as part of their initiatives 
in restoring cultural traditions, the national and the local Seocheon governments introduced programs on preserving and continuing 
the production of Hansan mosi. In the 1990s, they established the Hansan Mosi Fabric Hall, and in 2000, they organized an agency for 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Characteristic of Korean traditional clothes and Technical succession of Hansanmosi which is a Korean tradition ramie fabric
写真 18　韓山モシ文化祭
写真 19　韓山モシ館
注
１）	 柳喜卿・朴京子（1983）によると、韓国の服飾文化史を綴るのが、
今のところ冒険だといいながら、服飾は人間生活のひとつの直接的
な表現であるため、これにはその時代の社会相と文化相が必ず反映
されているという。
２）	 襈は襦と袍（後述）などの領（ひれ）・袵（おくみ）・裾・袖口に縁
取りのようにつけたものである。襈は縁を補強するためもあって、
男女貴賤を問わずつけられていたが、やがて飾りとして修飾的意味
が強くなっていく。
３）	 この結び紐を「オッコルム」あるいは「コルム」といい、チョゴリ
や外衣のトゥルマギ（周衣）の前に付け、裾を正す紐である。
４）	『三国史記』は1145年に金富軾等によって編纂された紀元前から
７世紀までの三国時代の正史である。
５）	 今日の「パジ」という名称は、朝鮮時代の鄭麟趾が「把持」（パジ）
と記したのが最初で、後に「バジ」に変わるが、これは「チョゴリ」
に対応して変わったものとみられる。
６）	「帖裏」とは上衣と下衣を別々に作ってつなげたものをいうが、「直
領」とは直線衿の袍（外衣）をいい、「道袍」は道服に似た通常の
礼服で、「氅衣」は朝鮮時代の士大夫や庶民が着た丈が長い上衣の
外衣である。
７）	 しかし、これらの形態は明確に区別されるものではなく、相互に錯
綜することも少なくない。
８）	 束帯は飾り金具の銙をつけ、両側をつなげるようにつくられたもの
であり、鞓帯は布で帯の形に作り、その上に革をつけ、長方形・方
形の銙をつけたものである。また糸帯は糸でつくる帯で、纒帯は長
い布を巻き付けながらつくる帯である。
９）	 かつての帯は身分階級によって材料や色が異なっていたのである。
10）「苧布七処」あるいは「苧産八邑」ともいわれるが、苧産八邑につ
いては後述する。
11）現在の女性の韓服のチョゴリはこの極端に丈が短いものを継承して
いる。
12）翟衣とは王妃や世子妃が着る礼服で、露衣は王妃や高官婦人の礼服
である。長衫は下級官僚の奥さんが着る礼服で、円衫は宮中の小礼
服で、支配階層の大礼服であると同時に、一般女性の婚礼服でもあ
る。褙子はチョゴリの上に着るボタンがなく短いチョッキのような
ものであり、唐衣は宮中女性の小礼服や普段着である。
13）西海は海が浅く干潟が発達していて、牡蠣・しじみなどの貝類の養
殖と海老やクロソイなどの魚類の養殖も行われている。
14）群山港は1899年に開港され、当時は米流通を中心とする貿易港
であったが、現在では貿易港としての機能は失われた。
15）『朝鮮王朝実録』などの古文書によると、朝鮮時代の最高上質は明
への貢物で、15升・16升のものがあった。
16）1999年「農水産物品質管理法」に地理的表示登録制度を初めて
導入したが、その目的は地理的特性をもつ優れた農産物および加工
品の品質向上と地域特化産業としての育成、そして消費者にその情
報を提供し、生産者および消費者を保護する目的であった。「農水
産物品質管理法」施行令第17条によると、地理的表示登録を申請
できる資格は「特定地域内で地理的表示の登録対象品目を生産・加
工する生産者団体または加工業者からなる団体（法人）に限る」と
して、申請者団体の条件は「農水産物を共同で生産し販売・加工ま
たは輸出するための専門生産者組織として長官が定める条件を揃え
た団体」としている。
17）新しい組合ができる以前、韓山モシの販売を牛耳っていた組織は旧
韓山モシ組合であったが、主に仲買人を中心に運営されてきた。そ
のため、韓山モシ組合は法が求める「特産物の生産および販売」、
そして「専門生産者組織」などの条件に符合しなくなった。そこで、
舒川郡は一部のモシ生産者からなる（社）韓山モシ組合を新しく設
立するに至った。
18）舒川郡は数年前から郡内で苧布原料の苧麻栽培を支援し、全羅道の
苧麻使用を避ける努力を続けてきた。
19）今後はこのシステムによって技術伝承がはかられることになる。
20）本研究の一部は日本学術振興会（基盤研究 (C)、平成23-26年度
学術研究助成基金助成金）の研究費の交付を受けて行われたもので
ある。
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